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1. はじめに

リオオリンピックが開催された本年 , 2020 年に

向けて医事委員会が新たに取り組む活動として日本

ジュニア・ユース陸上競技選手権大会にて傷害相談

窓口を開設した . この活動の背景としては 2013 年

より行っているジュニア傷害調査の結果 , ユース・

ジュニア期の傷害発生の多さおよび対策不備を実感

したためである . 本レポートでは , ユース・ジュ

ニア選手を対象とした傷害相談窓口の結果を報告

し , ユース・ジュニア期の傷害の予防および対策

の足がかりとなる情報を提供する . 

2. 開催日時 , 場所

2016 年 10 月 22 日と 23 日の 2 日間 , 第 32 回日

本ジュニア陸上競技選手権大会 , 第 10 回日本ユー

ス陸上競技選手権大会の開催されたパロマ瑞穂スタ

ジアム ( 愛知県名古屋 ) にて行った . 開催につい

てはプログラム内のトレーナーステーションの案内

と併記し , トレーナーステーションと同じ場所（補

助競技場内）で行った . 

3．窓口対応選手

2 日間で 17 名の選手に対応した . 肉ばなれが 8

名 , 疲労骨折および疲労骨折疑いが 4名であった . 

アキレス腱障害や膝蓋大腿関節障害等の慢性障害の

選手はトレーナーのケア後試合に出場した . 肉ば

なれや疲労骨折の選手は試合後受診しており , ほ

とんどすべての選手で試合前から違和感等の症状が

あった . 症状に応じて休養期間や帰宅後の検査に

ついて指示した . 無月経があり疲労骨折の可能性

が高い選手および肉ばなれで病院受診のための紹介

状を希望する選手には紹介状を発行した .

4．反省点・問題点

本大会で行った傷害相談ブースは初回の設置であ

り , 相談に訪れた選手の偏りなどから考えると , 

設置場所やスペース , 選手への周知の問題があっ

たと考える . また , 慢性障害の他に , 当日発症の

肉ばなれも多く , 大会医務との連携も必要と考え

られた . 

5．まとめ

本ブースの設置はトレーナー活動との連携もと

れ , 一定の役割は果たせたと考えられる . 今後は

ジュニアの参加大会における傷害相談ブースの設置

大会を増やし , 傷害の相談窓口としての役割だけ

でなく , 傷害予防の指導・アウトリーチやアンケー

ト等の実施も行っていきたい . この活動がジュニ

ア世代の外傷・障害の予防および競技力向上に繋が

ることを期待する .


